
は
何
を
を
か
れ
て
も
古
美
術
品
を
蒐
め
ら
れ
た
。
先
生
の
蒐
め
ら
れ
た
作
品

の
敷
は
質
に
幣
し
い
も
の
で
、
そ
れ
は
ひ
と
り
、
日
本
、
支
那
の
作
品
を
論

ぜ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
蒐
め
て
を
か
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
先
生
の
手
に
よ
っ
て
園
華
倶
楽
部
と
い
ふ
も
の
が
設
け
ら
れ
、
美
術

學
校
以
外
の
美
術
園
儒
と
し
て
其
の
興
隆
、
装
展
に
つ
い
て
懇
談
的
に
盛
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
倶
架
部
の
所
有
で
あ
っ
た
「
伊
香
〔
保
〕
槻
」
を

あ
の
大
震
災
の
前
に
関
桂
會
に
醸
り
渡
さ
れ
た
が
、
灰
煉
に
蹄
す
る
前
に
他

人
に
ゆ
づ
っ

た
お
か
げ
で
、
株
主
に
も
迷
惑
を
か
け
ず
に
演
み
、
基
本
金
を

ロ
油
録
を
出
版
す
る
な
ど
の
有
盆
な
事
業
を
な
さ
れ
た

返
済
し
た
残
金
で
、

の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
な
ど
も
先
生
の
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
ゐ
る
。
ま
し

て
あ
の
大
震
災
で
燒
失
し
て
し
ま
っ
た
古
美
術
品
の
目
録
を
作
っ
て
を
か
れ

た
事
は
定
に
尊
い
事
だ
と
思
は
れ
る
。

そ
の
他
先
生
に
つ
い
て
は
色
々
語
り
た
い
事
は
澤
山
あ
る
の
で
あ
る
が
、

と
も
か
く
も
、
あ
ら
ゆ
る
美
術
方
面
に
深
い
造
詣
と
鑑
識
を
持
た
れ
て
、
宜

際
の
上
で
は
、
種
々
な
る
園
憫
の
會
長
を
ひ
き
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
、

一
生
を
通
じ
て
猷
身
的
に
指
導
し
、
又
行
は
れ
た
事
は
全
く
感

謝
に
堪
え
ぬ
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
全
く
先
生
の
徳
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

（
『
美
之
国
』
第
十
六
巻
第
四
号
。
昭
和
十
五
年
四
月
）

⑨

八
田
辰
之
助
の
起
用

昭
和
十
五
年
四
月
一
日
、
八
田
辰
之
助
が
助
教
授
（
鍛
金
実
習
担
当
）
と
し

て
採
用
さ
れ
た
。
八
田
は
明
治
＝―-
十
八
年
二
月
八
日
香
川
県
に
生
ま
れ
、
同
県

皇
紀
二
千
六
百
年
紀
元
節
に
賜
り
た
る
詔
書

ロ
絵

立
工
芸
学
校
金
工
科
を
経
て
本
校
金
工
科
鍛
金
部
に
入
学
、
昭
和
二
年
三
月
卒

業
し
て
研
究
生
と
な
り
、
同
六
年
三
月
に
修
了
し
た
。
同
八
年
か
ら
富
山
県
立

工
芸
学
校
教
諭
の
職
に
あ
り
、
金
工
作
家
と
し
て
は
昭
和
六
年
の
聖
徳
太
子
奉

賛
展
出
品
、
同
八
年
の
第
十
四
回
帝
展
入
選
（
「
真
鍮
線
文
華
瓶
」
）
、
同

九

年

第
十
五
回
帝
展
入
選
（
「
朧
銀
軍
気
ス
タ
ン
ド
」
）
な
ど
の
業
紹
が
あ
っ
た
。
長

く
軍
籍
に
あ
り
、
昭
和
十
五
年
現
在
陸
軍
歩
兵
中
尉
で
あ
っ
た
。

本
校
設
置
記
念
式

十
月
四
日
、
本
校
設
樅
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
、
卒
業
生
関
保
之
助
、

七
雄
の
講
油
が
あ
っ
た
。

石
川
巳

⑪

『

東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号

昭
和
十
五
年
十
月
、
校
友
会
は
標
題
の
機
関
誌
を
皇
紀
二
千
六
百
年
、
創
立

五
十
周
年
記
念
号
と
し
て
発
行
し
た
。
編
集
兼
発
行
人
は
森
田
亀
之
助
で
あ

る
。
森
田
は
前
年
の
役
員
改
選
の
際
に
会
報
編
輯
長
と
な
り
、

「
公
刊
文
藝
雑

誌
の
追
甜
に
堕
し
、
會
報
本
来
の
意
義
を
喪
失
せ
る
『
東
京
美
術
』
を
極
力
排

斥
し
何
慮
ま
で
も
會
報
と
し
て
の
名
宜
を
永
久
的
に
存
絞
せ
し
め
る
」
と
い
う

主
張
の
も
と
に
雑
誌
を
改
題
し
、
そ
の
体
裁
を
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月

報
』
に
近
い
か
た
ち
に
戻
し
、
時
あ
た
か
も
創
立
五
十
周
年
と
あ
っ
て
、
学
校

の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
、
関
係
者
の
回
想
等
を
禍
載

し
た
記
念
号
と
し
て
編
集
、
発
行
し
た
。
同
誌
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ

る。
⑩ 
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